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Composition methods in Menotti’s opera 
Amahl and the Night Visitors: 







The purpose of this study is to identify the musical characteristics of the television opera 
Amahl and the Night Visitors (1951) composed by Gian Carlo Menotti (1911-2007) by 
comparing it with his studio opera The Consul (1949) and the opera Trouble in Tahiti (1951) 
composed by another American composer, Leonard Bernstein (1918-1990), from the same 
time period of the 20th century. This study aims to understand why Amahl and the Night 
Visitors gives the impressions of both “effortless singing” and “making the words sound clear” 
despite its complicated time signatures on the score.  
   For the analysis, each opera work is divided into scenes based on the progress of the story. 
Each scene is then categorized based on two different perspectives; “beat changes” and 
“musical repetitions”, then summarized in a table to indicate how these factors are distributed 
over the drama as a whole.  
By comparing the results of the analyses of the three opera works, Menotti focuses on the 
lyrics and the development of the drama by using the rapidly changing music, resulting in less 
consistency in time signatures in his two pieces of operas. Especially, Amahl and the Night 
Visitors reveals the unity created by small musical repetitions throughout the work which is 
not apparent in The Consul. On contrast, Bernstein uses the stable repetitions by prioritizing 
the music elements such as melodies and the reiterations instead of the natural inflection of the 
narrative words. In other words, while the “effortless singing” is composed of the stable beat 
and the repetitions in Trouble in Tahiti, Amahl and the Night Visitors gives the similar 
characteristics of "effortless singing" and "making the words sound clear" by revealing the 
unity created by small musical repetitions throughout the work despite the score’s seemingly 
complicated facet. 
In this way, I consider that Amahl and the Night Visitors is best characterized by a method 
of compositions in line with words by combining the inconsistent changes of time signature 


























る。オペラ作品は 1936 年から 1993 年にかけて 27 作品あり、中でも《霊媒》The Medium 
(1945)、《電話》The Telephone (1946)、《領事》The Consul (1949)、そして世界初のテレ
ビ用オペラ《アマールと夜の訪問者》がよく知られている。しかし、メノッティの作品を
音楽面から探究した研究は多くない。たとえば 1962 年にコロンビア大学のメアリー・カ

































さらに、大区分内の構成に注目し、その部分の拍子はどうなっているかを XYZ の 3 種類
に分類する。 
 




















存在し、かつ 1 曲として成り立っている部分を指す。 
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譜例 1：《アマールと夜の訪問者》アマールの笛部分 (m.18-27) 
 
譜例 2：《アマールと夜の訪問者》アマールと母親の掛け合い (m.51-55) 
 
・拍子 Y 
 言葉の数や音楽に即して不規則に拍子変化する部分を Y とする。譜例 3 のように 4/4 拍
子、3/4 拍子、2/4 拍子と拍子が変化していく。 
 
















方を ABCD の 4 種類に分類する。 
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譜例 5 の□で囲った部分のように全く同じ旋律が繰り返されている場合を A とする。 
 
・繰り返し B 
譜例 6：《アマールと夜の訪問者》アマールのソロ部分 (m.93-96) 
 
基本的な音やリズムは変わらないが、譜例 6 で□の後半（点線になっている部分）のよ
うに細部において音程等の変化が加わる場合を B とする。 
 
・繰り返し C 











うものに変化している場合を C とする。 
 
・繰り返し D 
 繰り返しが全く感じられない部分、一定の形を持たずに次々に進行していく部分を D と
する。譜例 8 のようにレチタティーヴォの部分に多い。 “How long must I ”と“Hurry in! ”
の音型は一見繰り返しのように見えるが、単語のアクセントの位置と速さが違い、実際の
演奏では異なって聞こえるため、繰り返しと捉えない。 
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 この作品は、1951 年 12 月 24 日の夜にアメリカの NBC テレビで放送された。1 幕オペ
ラで、世界初のテレビ用オペラである。テレビだけでなく後に舞台でも公演が行われた。











がわかる。また AB とは反対に、繰り返しの感じられない D に注目すると、シーン⑤に多
く分布している。曲全体で表中の色のついていないレチタティーヴォ部分に注目すると、
ZD の組み合わせが多いが、XA、XB の組み合わせなどレチタティーヴォにも複数の組み
合わせが存在し、レチタティーヴォの形も 1 種類ではないことがわかる。 
 
(4) この表記の原則は、全ての表に共通する。 














(5) 特にシーン③の掛け合い③までは母親とアマールの 2 人のやり取りになっており、短い旋律が交互に
登場する。 

























































 《領事》は、1950 年 3 月 1 日にフィラデルフィアのシューベルト劇場にて初演された 3
幕の舞台オペラで、演奏時間は 2 時間を超える大作である。登場人物は 13 人いるがその
うち 2 人は黙役のため歌わない。反政府運動を起こした男性とその家族が他国に亡命しよ
うとした出来事を描いた悲劇で、戦後のビザ問題という時事問題を取り上げた作品である。 
 各幕の音楽構造と小区分における繰り返しと拍子のパターンは、以下の表 2 に示す。 
表 2 にあるとおり、この作品は各幕を 2 つのシーンに分けることができ、計 6 つのシー
ンに分けられる。このうちレチタティーヴォ部分に注目すると、1 幕のシーン①から 3 幕
のシーン①まで広く存在し、繰り返しを感じない D の要素を中心に、拍子変化は XYZ の
どれもが存在している。次に繰り返しのわかりやすい A の分布に注目すると、2 幕のシー
ン①から 3 幕のシーン②にかけて多いことがわかる。小節数の項目と照らし合わせると、
特に 3 幕のシーン②に A の部分が長く続いている。A の次に繰り返しが強く感じられる B
は、表中の小節数に示されているとおり、1 幕のシーン①、②の終わりや 2 幕シーン②の
マグダのアリアなど場面が終わるところに固まって存在している。対して、変化の大きい
C と D の分布について見てみると、1 幕に多く見られ、後半に行くにつれ少なくなってい
ることがわかる。拍子との関係は常に一定では無く、XY の複数の組み合わせが存在して
いる(6)。 









アリアや重唱などに 1 曲としてまとまりを感じられる部分が増えている。 
 
(6) Z との組み合わせは少ないが、3 幕のシーン②に AZ の組み合わせがある。 
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譜例 11：《領事》2 幕 シーン② マグダのアリア YB 部分 (ActⅡ m.817-821) 
 
















《タヒチ島の騒動》は 1952 年 6 月 12 日に、クリエイティブアートフェスティバルにて
初演された。台本はバーンスタイン本人が手掛けている。1 幕オペラで、演奏時間は約 50
分。登場人物はサムとダイナの夫婦二人と合唱(トリオ)のみである。夫婦喧嘩から仲直り
に向かう明るい作品で、後に大きく改訂され《静かな場所》A Quiet Place (1983)となった。 
各幕の音楽構造と小区分における繰り返しと拍子のパターンは、以下の表 3 に示すとお







が A と B という繰り返しが強い要素と、安定した拍節が感じ取れる X である。シーンご
とに 1 つの歌のようになっており、XA、XB の組み合わせと小節数に注目すると、旋律の
繰り返される範囲が長く、1 曲 1 曲が長く感じられるようになっている。a-b-a-b-c-b’のよ
うな構成が、オペラのプレリュードと 7 つのシーン全体に一貫して見られる。この構成は、




 シーンの順番に細かく見ていくと、プレリュードでは繰り返しのはっきりとした XA の
組み合わせが見られ、次へ移っていく部分では XB の組み合わせも見られる。このシーン
は、トリオが合唱で最初の舞台となるサムとダイナの家の情景を歌っている。 





































間、そして安定した繰り返しの XA 部分の小節数と演奏時間を調べ、以下の表 4 に示す(7)。 
 
表 4：組み合わせと演奏時間 






《アマール》 846 46 分 28 秒 169 6 分 7 秒 約 20％ 約 13％ 
《領事》 2459 2 時間 6 分 454 14 分 12 秒 約 18％ 約 11％ 
《タヒチ島の騒動》 1201 44 分 22 秒 655 12 分 40 秒 約 55％ 約 29％ 
 
(7) 演奏時間の調査には、参考文献に載せた演奏・録音を使用している。 








の騒動》では XA のような安定した繰り返しで旋律を聞かせる部分が多いと言える。 
《アマール》と《領事》について XA 以外に注目すると、繰り返しと拍子変化の種類や
組み合わせの点で大きな違いはないが、その分布している場所に違いがある。《アマール》




















































  1953  Trouble in Tahiti (New York: G.Schirmer) 
Casmus, Mary Irene 
  1962  Gian Carlo Menotti: His Dramatic Techniques: A Study Based on Works 
Written 1937-1954 Columbia University, Ph.D., 1962 
  (Ann Arbor, Michigan: University Microfilms) 
Downes, Olin 
  1951  “Menotti Opera, the First for TV, Has Its Premiere; Boy, 12, Is Star”  
New York Times December 25, 1951,1 
Marriott, Richard John 
  1975  Gian Carlo Menotti: Total Musical Theatre. A Study of His Opera 
University of Illinois at Urbana-Champaign Ph.D., 1975  
(Ann Arbor, Michigan: University Microfilms) 
Menotti, Gian Carlo 
  1950  The Consul (New York: G.Schirmer) 




  2010  Trouble in Tahiti Kok, Nicholas (UK: Psappha) 
https://youtu.be/L1HoB7XbEOY 
Menotti, Gian Carlo 
  1951  Amahl and the Night Visitors Schippers, Tomas (New York: NBC)  
https://youtu.be/xlg81twKXbY 
東京音楽大学大学院論文集 第６巻 第２号  
20 
 
  1998  The Consul: opera in three act Hickox, Richard CHAN9706  
(London: Chandos Records)  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
